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　労働基準法第89条では、労働者に食費、
作業用品その他を負担させる場合、それ
について就業規則に記載する必要がある
と定めています。従ってテレワーク時の通
信費や光熱費などを労働者に負担させる
場合は、「在宅勤務時の水道光熱費、通信
費等は労働者の自己負担とする」のように、
就業規則やテレワーク勤務規程に明記し
ます。一般的にテレワークの頻度が週２日
以下の場合、在宅勤務時の光熱費等は労
働者の自己負担とする場合も見られます。

しかし、テレワークの頻度が週３日以上と
なる場合は、「在宅勤務手当」のような形で
会社が一定の額を支払う場合が増えてき
ています。最近は、テレワークの頻度が高
い労働者には自宅のテレワーク環境整備
のための一時金（チェアやデスクの購入費
など）を支給する企業も出てきています。 
　労働者が納得して働けるよう、費用負
担については労使で話し合い、テレワー
クをする労働者にも周知しておくことが大
切です。 
















